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 北区議会第２回定例会最終本会議で、国

の臨時交付金を活用した高齢者・障害者・

子育て施設などへ支援金給付が決まりまし

た。企画総務委員会では、この事業に約２

９００万円の活用となるが、国からの交付

金総額は、約６５００万円であり、残り約

３６００万円もすみやかにくらし支援に活

用すべきと提案しました。 

 

 「財政調整基金」は、２５年度末には過去最高の２５６億円となって

います。この財政調整基金は、毎年増え、２５年度末には２５６億円に

なり、当初は１７４億円と見込んでいたのが大幅な増収に。 

財政調整基金は過去最高の２５６億円に 

 日本共産党区議団は、毎年の北区予算案

に対して、組み替え提案を提出。財政調整

基金の一部を活用し、区民の暮らし、中小

事業者の営業支援を行うことを求めてきま

した。昨年度に区民への生活支援金１人５

０００円の給付金が支給となりましたが、

今年度はなお基金残高が増収となりまし

た。物価高騰が続くなか、生活を底上げす

るさらなる支援が必要です。 

北区若者meetinｇ 

         が開催されます 

 北区は若者世代が区政にたいして感

じている想いなどを聞く公聴の機会と

して「北区若者meeting」を開催しま

す。公募開始がご案内となりましたの

でご紹介します。右記が区のご案内チ

ラシです。ぜひお申込み下さい。 

１，公募型  

対象は義務教育終了後から３９歳以下

の方で区内施設、区内大学 

２．訪問型 

対象は区内高等学校の生徒、開催場所

は、区内高等学校 

 党区議団は、これまで若者応援事業を

提案してきました。引き続き若者の声を

いかした区政へ、皆さまの声をお寄せく

ださい。 



王子駅前まちづくり 

超高層１９０メートル ５０階ものツインタワー計画とは？ 

 王子駅前まちづくりの先行実施地区では、飛鳥山

をも見下ろすような民間事業者による１９０メート

ル・５０階（２０００戸）のツインタワー計画に対

して、多くの区民から「なぜこんなに高いタワーマ

ンションが王子駅前に建つのか」この建築により風

害や保育園、学校などインフラ整備、風害等の環境

面についても不安の声が上がっています。 

再開発等促進区で 

容積率を１０００％に 

本来なら、王子駅前は、用途地域指定で

容積率５００％（約２５階の建物）と定

められており、５０階の建物を建てるこ

とができません。ところが今回は、北区

が「再開発等促進区」という地区計画の

認可を東京都から受けることが前提の計

画となっています。この制度を活用すれ

ば、容積率が２倍の１０００％に緩和さ

れることになるのです。 

再開発等促進区は、それまで別々に存在

していた「再開発地区計画」と「住宅地

高度利用地区計画」を統合し、２００２

年に創設された制度です。 

これは容積率を緩和し、開発事業者の利

潤を最大限に保障する手法として活用さ

れてきました。 

「公共の福祉」に 

  値しない超高層建築 

 区は容積率の緩和を「公共貢献の見

返り」といいますが、１戸１億円以上

もする分譲住宅。この事業が「公共の

福祉」に値しないことは明らかです。 

 北区は、開発事業者の利益優先では

なく住民が安心して住み続けられる住

民のためのまちづくりに戻すべきで

す。ぜひ皆さまのご意見をお寄せ下さ

い。  

          （宇都宮ゆり） 

  

開発事業者の利潤を最大限に 

           保障する規制緩和 

再開発等促進区とは 

 再開発等促進区とは、まと

まった駅前の土地や工場跡地

などで、計画的な土地利用転

換と高度利用をはかる都市計

画の制度のひとつです。 

北区などの自治体が地区計画

を定め、東京都が都市計画と

して認可すれば、民間事業者

に対し、道路や公園などの整

備と引き換えに建物の容積率

や用途制限を大幅に緩和する

ことができる仕組みです。 


